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平成 27年第１回定例会は平成 27年３月５日に開会し、３月 20日までの 16日間を会期として開会しました。
提出案件は、平成 27年度一般会計・特別会計当初予算、平成 26年度一般会計・特別会計補正予算、条例の制定・
一部改正などの議案等が 22件上程され、一部の議案等を除き、賛成全員で可決されました。詳しくは、下記の議
案等の審議結果をご覧ください。また、報告案件が２件（議長報告２件）ありました。
一般質問には、町政の諸問題などについて５人の議員が登壇しました。（※関連７ページ）

今回、上程された議案は、総務建設産業常任委員会協議会（２/20）、民生文教常任委員会協議会（２/23）、全
員協議会（２/27）、民生文教常任委員会（３/16）、総務建設産業常任委員会（３/17）で内容確認及び審査を行
いました。

※「議案第６号　平成 27年度御嵩町介護保険特別会計予算について」の討論内容
≪反　対≫
12番　谷口　鈴男　議員
制度改正とその見直しによって、介護保険料の負担が増加されてきた。これは、今の町内全般の平均収入、生
活レベルからするとかなり過酷な状況になってくる。本来、住民のため、住民が賛成する内容であるか。審議目
的からしてもこれは許容されるものではないので反対。

≪賛　成≫
　３番　安藤　雅子　議員
介護保険そのものの成り立ちとか仕組みからいっても、住民負担をお願いしながらみんなで支えあっていく制
度である。確かに保険料の値上げの幅は大きいが、国の基準に基づいたもので、御嵩町が特別高いということは
なかったので賛成。

※「議案第 15号　御嵩町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について」の討論内容
≪反　対≫
12番　谷口　鈴男　議員
急激な制度変更と今の経済状況の中で、地域の住民にあまり過酷な負担が掛かるような状況は避けるべきだと
いう点で反対。

≪賛　成≫
　７番　伊崎　公介　議員
住民負担を掛けたくないのは同様であるが、３年間を見据えた中で保険料が 13％上がることについては、今
後の介護給付費が３年間で 15％の上昇を見込んでいるため、今、こういう上げ幅はやむを得ないので賛成。

議案等の審議経過議案等の審議経過

議案等の審議結果議案等の審議結果

【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択
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議案第３号から議案第 22号、発議第１号
（議案第６号、15号、請願第１号は除く） － ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第６号、議案第 15号 － × ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

請願第１号 － × ○ × 欠 ○ × × × × × ●
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平成27年平成27年　　第１回定例会第１回定例会
平成27年度平成27年度　　一般会計・特別会計予算可決一般会計・特別会計予算可決



平成 27年度　当初予算平成 27年度　当初予算 

平成 26年度　補正予算平成 26年度　補正予算 （単位：千円）（単位：千円）

会　計　名 予算額 対前年度増減率 (％ )

議案第 3 号 平成 27年度御嵩町一般会計予算に
ついて 86億2,700万円 28.2 賛成全員で可決

議案第 4 号 平成 27年度御嵩町国民健康保険特
別会計予算について 25億1,000万円 14.0 賛成全員で可決

議案第 5 号 平成 27年度御嵩町後期高齢者医療
特別会計予算について 　1億8,400万円 　0.0 賛成全員で可決

議案第 6 号 平成 27年度御嵩町介護保険特別会
計予算について 14億9,540万円 　5.0 賛成多数で可決

※討論あり　　

議案第 7 号 平成 27年度御嵩町下水道特別会計
予算について 　9億3,600万円 　0.9 賛成全員で可決

議案第 8 号 平成 27年度御嵩町水道事業会計予
算について 10億5,100万円 △ 3.8 賛成全員で可決

※「請願第１号　高浜・美浜・大飯原発の再稼働の中止・撤廃を求める請願書」の討論内容
≪賛　成≫
10番　岡本　隆子　議員
ひとたび原発事故が起きれば大気に線が引けるはずもなく、御嵩町も大きな影響を受けると考えられる。町民
も御嵩町役場もその被害に巻き込まれるのではないかという不安から請願があがってきているわけなので、それ
に応えるべきだと思う。また、環境モデル都市である御嵩町だからこそ再生可能エネルギーの推進についても一
層進めていただくよう働きかけていくべきであると考えるので賛成。
≪反　対≫
　１番　高山　由行　議員
今、30キロ圏内の議論が進んでいるなか、原発の地域の住民の意思を無視してそれを再稼働するとかしない

とかという議論は、100キロ圏内といっても、遠く離れた町議会でそれを止めるのかという議論はなかなか難し
いことだと思っている。そして、地元住民の雇用や、自治体の予算取りの関係なども含めてすぐ止めるわけには
いかないのではないか。また、環境に配慮を求めるということだが、御嵩町は環境モデル都市ということで、そ
の政策を推進しており、現時点では反対。

会　計　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

議案第 9 号 平成26年度一般会計補正予算
（第8号） 8,329,197 △ 211,851 8,117,346

議案第 10号 平成 26年度御嵩町国民健康保険特
別会計補正予算 (第３号 ) 2,197,884 24,093 2,221,977

議案第 11号

平成 26年度介護保険特別会計補正
予算 (第３号 )　保険事業勘定 1,450,321 60,567 1,510,888

平成 26年度介護保険特別会計補正
予算 ( 第３号 )　介護サービス事業
勘定

8,092 △ 900 7,192

議案第 12号 平成 26年度下水道特別会計補正予
算 (第３号 ) 937,322 △ 74,500 862,822
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条　　　例条　　　例

議案第 13号 御嵩町行政手続条例の一部を
改正する条例の制定について

行政手続法の一部を改正する法律の公布に伴
い、行政処分及び行政指導に関して手続きを
整備するため条例の改正をするもの

賛成全員で可決

議案第 14号
御嵩町ふるさとみたけ応援寄
附金条例及び御嵩町基金条例
の一部を改正する条例の制定
について

ふるさと納税制度を活用し、「文化財保護又は
保存に関する事業」の区分を設け、基金とし
て積み立て事業の財源に充てるようにするた
め条例の改正をするもの

賛成全員で可決

議案第 15号 御嵩町介護保険条例の一部を
改正する条例の制定について

介護保険法の一部改正及び第６期高齢者福祉・
介護保険事業計画に基づき、介護保険料の改
定をするため条例の改正をするもの

賛成多数で可決
※討論あり　　

議案第 16号
御嵩町保育所の設置及び管理
に関する条例等の一部を改正
する等の条例の制定について

子ども子育て関連３法の施行に伴い、３つの
条例の字句の改正及び１つの条例の廃止をす
るもの

賛成全員で可決

議案第 17号

地方教育行政の組織及び運営
に関する法律の一部を改正す
る法律の施行に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定に
ついて

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部改正により、教育委員長と教育長の一本
化による新しい教育長の身分を定めるため関
係する条例４つの改正をするもの

賛成全員で可決

議案第 18号 御嵩町教育長の勤務時間等に
関する条例の制定について

新しい教育長の勤務時間及び勤務条件を定め
るため新規の条例を制定するもの 賛成全員で可決

議案第 19号
御嵩町教育長の職務に専念す
る義務の特例に関する条例の
制定について

新しい教育長の職務に専念する義務で免除さ
れる事項を定めるため新規の条例を制定する
もの

賛成全員で可決

平成 26年度　補正予算の内容平成 26年度　補正予算の内容

議案第 9 号 平成 26 年度御嵩町一般会計補正予算
（第８号）について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの
繰越明許費補正、債務負担行為補正

賛成全員で可決

議案第 10号 平成 26 年度御嵩町国民健康保険特別
会計補正予算 (第３号 ) について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第 11号 平成 26 年度御嵩町介護保険特別会計
補正予算 (第３号 ) について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決

議案第 12号 平成 26 年度御嵩町下水道特別会計補
正予算 (第３号 ) について

各事業における額の確定及び精査等に
伴うもの 賛成全員で可決
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その他の議案その他の議案

議員発議議員発議

諸般の報告（議長報告）諸般の報告（議長報告）

議案第 20号 御嵩町上之郷辺地総合整備計
画を定めることについて

上之郷地域の辺地として指定された地域にお
いて平成 27年度から平成 31年度に行う事業
を策定するため議会の議決を必要とするもの

賛成全員で可決

議案第 21号 工事請負契約の締結について

平成26年度南海トラフ巨大地震亜炭鉱跡防災
モデル事業第３期防災工事の契約予定価格が
5,000 万円以上となるため議会の議決を求め
るもの
※仮契約金額　６億8,191万２千円

賛成全員で可決

議案第 22号 工事請負契約の締結について

上之郷汚水幹線（第７工区）工事契約の価格
が変更契約により 5,000 万円以上となるため
議会の議決を求めるもの
変更前契約額　49,030,920 円
変更額　　　　　2,528,280 円
合計契約額　　51,559,200 円

賛成全員で可決

請願第 1 号
高浜・美浜・大飯原発の再稼
働の中止・撤廃を求める請願
書

高浜・美浜・大飯原発の再稼働をしないよう
働きかけること。並びに、原発ゼロ政策と再
生可能エネルギー利用推進の政策を早期に決
断するよう政府に対し働きかけることを議会
に対して請願されたもの

賛成少数で不採択
※討論あり　　　

（1） 名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅間）運行継続に
関する要望書 可茂地区 PTA連合会

（2） 現金出納検査結果報告 （平成 26年 11月分から平成 27年 1月分）

発議第 1号
名鉄広見線（新可児駅から御
嵩駅）の維持存続に向けた支
援を求める意見書について

名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅）維持存続に
向けた支援策及び財政的措置を早急に講じて
いただくよう国及び県に対して、強く要望す
るもの

賛成全員で可決

※意見書の内容（全文）を６ページに掲載しています。
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名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅）の維持存続に向けた支援を求める意見書

モータリゼーションの進展や人口減少、少子高齢化の進行により、特に地方部においては輸

送・利用人員が減少となり、鉄道事業者による不採算路線からの撤退（廃線）が顕在化し、公

共交通事業をとりまく環境は年々厳しさを増している。

名古屋鉄道株式会社が運行する名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅）は、利用者の減少による区

間収支の悪化により存続が問題となっており、本町を含む沿線市町が名鉄広見線活性化協議会

を設置し、運行の維持存続のため名古屋鉄道株式会社に対し毎年１億円の運行補助を行ってい

る。併せてパークアンドライドなど駅の環境整備をはじめ工業団地・住宅地と駅とを結ぶコミュ

ニティバス運行、観光誘客イベント、鉄道利用者運賃助成など多種多様な利用促進施策を展開

しながら維持存続を図っているところである。

このようななか、近隣の高等学校９校で組織するＰＴＡ連合会から沿線市町首長及び議会議

長に対し「運行継続に関する要望書」が提出され、さらに高校生の署名活動により 1,000 人

を超える存続要望の署名が集まり沿線首長に提出されたところである。また、名鉄広見線活性

化協議会が行った名鉄広見線沿線住民アンケート調査では、通院、買い物等日常の生活におい

て重要な移動手段であるとし、沿線市町全体で７割を超える人が運行継続を望んでいる結果と

なった。

今後も人口減少・少子高齢化が一層進行し、自家用車依存の増大と公共交通の弱体化が想定

されるなかで、安全で安心して住み慣れた地域で暮らし続けられる生活環境の確保や移動手段

の確保は最も重要な施策であり、名鉄広見線（新可児駅～御嵩駅）は沿線市町にとって必要不

可欠な路線である。しかしながら、多額な運行補助など維持存続に向けた取り組みは、地方財

政が厳しくなるなかで重くのしかかり、沿線市町だけでは限界がある一方で、国及び県におい

ては大手民間鉄道の不採算路線の運行維持への支援や施策には目が向けられていない状況にあ

る。

よって、国及び県におかれてはこのような状況を十分に認識していただき、名鉄広見線（新

可児駅～御嵩駅）維持存続に向けた支援策及び財政的措置を早急に講じていただくよう強く要

望する。

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。

　平成 27年３月 20日

岐阜県御嵩町議会　

※上記の意見書は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣、財務大臣、岐阜

　県知事　宛に提出しました。
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平成27年　第１回定例会

そこが知りたいそこが知りたい

一般質問の「問・答」は、質問議員
本人の文責です。一般質問のページに
掲載した内容について、議員に直接連
絡がつかない場合は、ご質問の内容、
お名前、連絡先（住所、電話番号等）
を添えて、議会事務局まで書面にてお
届けくだされば、各議員に連絡いたし
ます。

文責についてお知らせ

町議会の一般質問
を放映しています

議会で行われた一般質問がケーブルテレ
ビ可児でご覧いただけます。当日に生放送
される予定ですが、録画放送及び再放送も
されますので、町議会を傍聴することがで
きない方は、ぜひご覧ください。

あなたも議会を傍聴しませんか
議会では、町民の皆様の暮らしに密着した重要な問
題が審議されます。
傍聴ご希望の方は、議会事務局受付で住所、氏名等
を所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
議場傍聴席で傍聴することができます。
どうぞお気軽にお越しください。
くわしくは、議会事務局までお問い合わせください。

☎ 67-2111（内線 2252）

一般質問は３月 11日に行われ、一般質問には５人の議員が活発な質問をしました。

1　山田　儀雄　議員 ………… 8 ページ

○保育園の民営化と保育策定について
○庁舎管理について

2　高山　由行　議員 ………… 9 ページ

○介護保険制度の見直しについて
○御嶽宿・伏見宿のにぎわいづくりの今後に
ついて

3　岡本　隆子　議員 …………10 ページ
○リニア残土処分について
○職員の人事管理、育成、健康管理等について

4　大沢　まり子　議員 ………11 ページ
○コンビニ検診の推進について
○生活困窮者自立支援制度について

5　伊崎　公介　議員 …………12 ページ
○財政倫理の確保について

※9ページの高山由行議員の一般質問「御嶽宿・伏見
宿のにぎわいづくりの今後について」、10 ページの
岡本隆子議員の一般質問「職員の人事管理、育成、
健康管理等について」は、掲載していません。
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問問
保
育
園
の
民
営
化

と
保
育
政
策
に
つ
い
て

保
育
園
の
民
営
化
は

平
成
18
年
に
策
定
し
た

「
自
立
の
た
め
の
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

い
て
平
成
20
年
４
月
か

ら
御
嵩
保
育
園
を
民
間

委
託
し
た
も
の
で
、
委

託
当
初
は
60
数
名
の
入

園
で
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
１
０
０
数
名

の
園
児
数
と
聞
い
て
い

ま
す
。
民
営
化
後
の
検

証
と
今
後
の
民
営
化
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

中
保
育
園
が
経
年
劣

化
に
よ
り
、
施
設
が
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

園
児
の
安
全
を
考
え
た

時
、
早
急
に
施
設
の
改

築
・
新
築
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。
昨
年
９

月
の
一
般
質
問
で
町
は

今
年
度
中
に
施
設
の
方

向
性
を
導
く
べ
く
検
討

委
員
会
の
立
ち
上
げ
を

示
さ
れ
ま
し
た
。
中
保

育
園
は
「
町
の
基
幹
保

育
園
」
と
し
て
位
置
づ

け
、
施
設
に
は
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

得
る
機
能
・
設
備
や
専

門
職
員
が
配
置
さ
れ
た

施
設
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
が
如
何
で
し
ょ

う
か
。

答答

 

【
民
生
部
長
】

民
営
化
後
の
検
証
は
、

御
嵩
町
立
保
育
所
民
営

化
調
査
検
討
委
員
会
が

検
証
作
業
を
行
い
、
平

成
22
年
２
月
に
検
証
結

果
報
告
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
検
証
の
結
果
、

保
育
環
境
・
子
ど
も
の

様
子
、
保
育
内
容
、
保

育
園
職
員
と
保
護
者
と

の
関
係
な
ど
検
証
内
容

の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組

み
に
お
い
て
満
足
で
き

る
と
の
評
価
で
あ
り
ま

し
た
。
中
保
育
園
に
つ

い
て
は
、
基
幹
保
育
園

の
位
置
づ
け
等
も
考
慮

し
た
中
で
、
町
の
保
育

行
政
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
の
か
に
つ
き
ま

し
て
、
早
急
に
調
査
検

討
委
員
会
を
開
催
し
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

中
保
育
園
が
、
基
幹
保

育
園
と
し
て
運
営
し
て

い
く
の
が
良
い
の
か
、

民
営
化
が
良
い
の
か
、

そ
の
次
元
か
ら
調
査
・

検
討
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
説
明
を
し
、
白
紙

の
状
態
か
ら
ご
協
議
を

い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問問
庁
舎
管
理
と
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
職
員
退
庁
後
か
ら
、

翌
朝
ま
で
と
、
休
日
は

宿
・
日
直
職
員
が
そ
の

任
務
に
当
た
っ
て
い
ま

す
が
、
現
状
は
夜
間
の

各
種
会
議
や
施
設
の
夜

間
利
用
に
よ
る
手
配
な

ど
で
、
誰
も
が
自
由
に

出
入
り
が
出
来
る
状
況

に
あ
り
ま
す
し
、
選
挙

時
の
期
日
前
投
票
が
実

施
さ
れ
ま
す
と
、
表
玄

関
か
ら
投
票
所
と
な
る

会
議
室
ま
で
は
進
入
禁

止
の
テ
ー
プ
で
規
制
の

状
態
で
あ
り
ま
す
。

庁
舎
内
に
は
個
人
情

報
が
記
載
さ
れ
て
い
る

文
書
や
パ
ソ
コ
ン
が
あ

り
、
不
測
の
事
態
を
考

え
た
時
、
宿
日
直
制
度

の
見
直
し
と
情
報
の
管

理
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答答

 

【
総
務
部
長
】

期
日
前
投
票
期
間
に

お
い
て
、
投
票
さ
れ
る

方
が
事
務
室
に
立
ち
入

ら
な
い
よ
う
進
入
禁
止

テ
ー
プ
の
み
で
な
く
、

看
板
な
ど
を
設
置
す
る

と
と
も
に
、
庁
舎
１
階

西
側
の
事
務
室
に
最
低

職
員
１
名
を
常
駐
さ
せ

る
こ
と
と
し
ま
す
。
多

く
の
個
人
情
報
を
扱
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
退

庁
時
、
事
務
文
書
は
保

管
用
具
で
あ
る
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
に
収
納
す
る
な

ど
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
対
す
る
意
識
付
け
を

徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

宿
日
直
業
務
の
外
部
委

託
を
、
近
隣
市
町
村
の

動
向
も
見
な
が
ら
、
事

業
実
施
の
是
非
、
導
入

時
期
な
ど
今
後
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

山
田　

儀
雄

保
育
政
策
と
庁
舎
管
理
に
つ
い
て
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問問
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
つ
い
て

昨
年
、
国
の
介
護
保

険
制
度
の
見
直
し
が
行

な
わ
れ
、
本
町
に
お
い

て
も
猶
予
期
間
は
あ
る

も
の
の
順
次
改
正
さ
れ

ま
す
が
、
町
民
の
不
安

払
拭
の
た
め
以
下
の
７

点
に
つ
い
て
お
伺
い
す

る
。

①
改
正
点
の
主
な
ポ
イ

ン
ト

②
改
正
に
よ
っ
て
影
響

を
受
け
る
で
あ
ろ
う
介

護
認
定
者
等
の
数

③
移
行
の
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル

④
総
合
事
業
で
の
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
他
市
町
村

と
の
均
衡
性

⑤
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
対
象
の
要
介

護
度

⑥
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
２

割
負
担
予
想

⑦
改
正
点
の
周
知
方
法

答答

 
【
民
生
部
長
】

①
所
得
が
一
定
以
上
の

利
用
者
の
自
己
負
担
が

２
割
と
な
る
、
平
成
27

年
８
月
か
ら
施
行
。
低

所
得
者
に
対
す
る
保
険

料
の
軽
減
、
平
成
29
年

４
月
か
ら
施
行
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

入
所
は
要
介
護
３
以
上

と
な
る
。
平
成
27
年
４

月
か
ら
施
行
。
施
設
の

食
費
や
部
屋
代
の
補
助

認
定
の
厳
格
化
、
所
得

が
低
い
人
に
は
、
こ
れ

ら
の
費
用
を
軽
減
す
る

仕
組
み
が
あ
る
が
、
そ

の
仕
組
み
を
利
用
で
き

る
認
定
基
準
が
厳
し
く

な
る
。
平
成
27
年
８
月

か
ら
施
行
。
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
上
限
引

き
上
げ
。
平
成
27
年
８

月
か
ら
施
行
。
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
て
い
け
る

よ
う
、
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業

へ
の
移
行
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
４
月
か
ら
行

い
、
新
た
に
加
え
ら
れ

た
事
業
で
あ
る
「
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
」、「
生
活
支
援
体

制
整
備
事
業
」
並
び
に

「
認
知
症
対
策
推
進
事

業
」
の
３
項
目
に
つ
い

て
は
、
平
成
30
年
４
月

か
ら
実
施
す
る
。

②
平
成
27
年
２
月
１
日

現
在
の
第
１
号
被
保
険

者
数
は
、
５
，
１
７
５
人
、

第
２
号
被
保
険
者
数
は
、

６
，
３
５
７
人
。
介
護

認
定
者
数
は
、
第
１
号

被
保
険
者
が
８
７
４
人
、

第
２
号
被
保
険
者
が
17

人
。

③
総
合
事
業
の
体
制
づ

く
り
と
な
る
、
協
議
体

の
準
備
会
議
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
も
必
要
で
あ

り
、多
く
の
機
関
の
方
々

に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

御
嵩
町
の
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
を
、
ど
の

よ
う
に
構
築
し
て
い
く

の
か
協
議
す
る
準
備
会

議
を
立
ち
上
げ
た
い
。

④
総
合
事
業
へ
の
移
行

に
当
た
っ
て
は
、
今
後

可
茂
管
内
で
の
担
当
者

会
議
等
の
折
に
、
管
内

で
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
出

な
い
よ
う
同
じ
歩
調
で

進
め
て
い
け
る
よ
う
提

案
し
て
い
き
た
い
。

⑤
平
成
27
年
２
月
末
現

在
の
町
内
特
養
の
入
所

者
数
は
、
78
名
で
、
介

護
１
が
６
名
、
介
護
２

が
８
名
、
介
護
３
が
20

名
、
介
護
４
が
21
名
、

介
護
５
が
23
名
。

⑥
前
年
の
収
入
が
確
定

し
て
か
ら
に
な
る
が
、

概
算
で
は
お
お
よ
そ

３
０
０
人
程
度
が
、
２

割
負
担
に
な
る
。

⑦
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
周
知
、
広
報
「
ほ
っ

と
み
た
け
」
４
月
号
・

７
月
号
へ
の
制
度
改
正

の
内
容
掲
載
、
制
度
改

正
案
内
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
印
刷
及
び
窓
口
で

の
周
知
、 

制
度
改
正
の

概
略
版
を
４
月
の
仮
算

定
時
及
び
８
月
の
本
算

定
時
の
納
付
書
発
行
時

に
同
封
し
周
知
す
る
。

高
山　

由
行

みんなで楽しく健康体操

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
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問問
リ
ニ
ア
残
土
処
分

に
疑
問

美
佐
野
押
山
の
ゴ
ル

フ
場
開
発
跡
地
の
町
有

地
を
リ
ニ
ア
残
土
処
分

の
候
補
地
と
し
て
町
が

手
を
挙
げ
た
と
聞
い
て

い
る
。
こ
の
町
有
地
に

は
二
千
万
年
前
か
ら
命

を
繋
い
で
生
き
残
っ
て

い
る
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
な

ど
の
絶
滅
危
惧
種
が
群

生
し
て
い
る
。

こ
の
地
域
に
リ
ニ
ア

残
土
を
埋
め
立
て
処
分

す
る
と
い
う
こ
と
は
そ

こ
が
絶
滅
危
惧
種
が
群

生
す
る
湧
水
湿
地
が
広

が
る
場
所
で
あ
る
こ
と
、

河
川
の
汚
染
が
懸
念
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
環

境
へ
の
影
響
が
大
き
く

適
地
な
の
か
疑
問
を
持

つ
。
久
々
利
で
は
東
海

環
状
道
ト
ン
ネ
ル
掘
削

残
土
処
分
で
重
金
属
が

流
出
し
た
事
件
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
住
民

へ
の
情
報
提
供
は
必
要

だ
。

①
具
体
的
に
ど
う
い
う

事
業
か
。

②
ど
う
い
う
手
続
で
進

め
ら
れ
る
か
。

③
埋
め
立
て
候
補
地
に

手
を
挙
げ
る
前
に
環
境

審
議
会
に
諮
り
、
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
意
見

を
聞
く
べ
き
で
は
。

④「
し
か
る
べ
き
段
階
」

に
審
議
会
に
諮
る
と
の

こ
と
だ
が
い
つ
の
こ
と

か
。

⑤
住
民
へ
の
情
報
提
供

は
。

⑥
埋
め
立
て
候
補
地
の

希
少
種
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
な
認
識
か
。

答答

 【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
〜
④
リ
ニ
ア
建
設
発

生
土
に
つ
い
て
は
、
Ｊ

Ｒ
の
環
境
ア
セ
ス
も
未

定
の
ま
ま
で
あ
り
、
ま

だ
何
も
決
ま
っ
て
い
な

い
。昨

年
の
６
月
町
議
会

の
一
般
質
問
の
と
お
り
、

美
佐
野
地
域
の
一
団
の

町
有
地
に
つ
い
て
は
、

か
つ
て
ゴ
ル
フ
場
開
発

の
許
可
が
な
さ
れ
開
発

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

用
地
で
あ
り
、
ま
た
現

在
は
遊
休
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
を
通
じ
た

リ
ニ
ア
建
設
発
生
土
の

活
用
検
討
候
補
の
照
会

に
対
し
て
情
報
提
供
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

事
業
の
主
体
は
Ｊ
Ｒ
で

あ
り
、
Ｊ
Ｒ
が
環
境
調

査
を
行
い
候
補
地
と
な

る
か
ど
う
か
は
こ
れ
か

ら
に
な
る
。

⑤
リ
ニ
ア
新
幹
線
は
、

Ｊ
Ｒ
の
事
業
で
あ
る
の

で
、
Ｊ
Ｒ
が
説
明
会
を

御
嵩
町
内
で
行
っ
て
い

る
。

⑥
環
境
ア
セ
ス
に
関
し

て
県
知
事
に
対
し
て
希

少
動
植
物
対
策
す
る
よ

う
意
見
を
提
出
し
て
い

る
。再

質
問

再
質
問

①
最
初
は
ゴ
ル
フ
場
、

次
は
埋
め
立
て
な
の
で

開
発
目
的
が
違
う
。
協

議
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
こ
の
４
月
か
ら
Ｊ
Ｒ

の
子
会
社
が
環
境
ア
セ

ス
に
入
る
と
聞
く
。
決

ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答答
【
企
画
調
整
担
当
参
事
】

①
先
ほ
ど
答
弁
し
た
と

お
り
、
ま
だ
何
も
決

ま
っ
て
い
な
い
。

②
リ
ニ
ア
新
幹
線
に
係

る
環
境
ア
セ
ス
に
は
、

建
設
発
生
土
の
処
理
に

つ
い
て
明
記
さ
れ
な
い

ま
ま
、
国
土
交
通
省
の

工
事
着
工
認
可
が
さ
れ

た
が
、
県
知
事
意
見
に

お
い
て
、
建
設
発
生
土

の
処
理
計
画
を
改
め
て

県
環
境
審
査
会
に
報
告

し
県
の
意
見
を
反
映
す

る
よ
う
に
指
示
さ
れ
て

い
る
。

御
嵩
町
も
、
今
後
示

さ
れ
る
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
建
設

発
生
土
の
計
画
に
対
し
、

岐
阜
県
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
に

対
し
て
意
見
を
出
し
て
い

く
つ
も
り
で
あ
る
。

答答

 

【
町
長
】

Ｊ
Ｒ
の
実
施
し
た
環

境
影
響
評
価
準
備
書
は
、

長
期
に
亘
り
御
嵩
町
役

場
で
開
示
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
間
に
閲
覧
さ
れ
た

の
は
１
人
の
み
。
本
当

に
懸
念
を
持
っ
て
い
る

の
か
疑
問
を
抱
く
。

岡
本　

隆
子

リ
ニ
ア
残
土
処
分
予
定
候
補
地
に
し
て
い
い
の
か
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問問
コ
ン
ビ
ニ
検
診
の

推
進
に
つ
い
て

健
康
診
断
受
診
率
向

上
を
め
ざ
し
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

検
診
を
導
入
で
き
な
い

か
。答答

 

【
民
生
部
長
】

町
の
健
康
診
断
に
つ

い
て
は
、
特
定
健
康
診

査
及
び
「
ぎ
ふ
・
す
こ

や
か
健
診
」
及
び
30
歳

代
の
方
を
対
象
と
し
た

プ
レ
健
診
を
行
っ
て
い

る
。
毎
年
３
月
に
健
診

受
診
希
望
台
帳
を
送
付

し
、
受
診
希
望
の
確
認

を
行
っ
て
お
り
、
特
定

健
診
を
希
望
さ
れ
な
い

方
へ
は
、
再
度
５
月
〜

６
月
に
健
診
の
勧
奨
を

行
っ
て
い
る
。
特
定
健

診
等
の
受
診
率
に
つ
い

て
は
、
決
し
て
高
く
な

い
。
岐
阜
県
医
師
会
及

び
各
医
療
機
関
の
ご
協

力
の
も
と
受
診
中
の
国

保
被
保
険
者
の
特
定
健

診
の
検
査
項
目
に
類
す

る
検
査
結
果
の
提
供
を

し
て
い
た
だ
く
特
定
健

康
診
査
情
報
提
供
事
業

に
つ
い
て
、
現
在
協
議

中
で
あ
る
。
実
施
さ
れ

れ
ば
特
定
健
診
の
受
診

率
ア
ッ
プ
に
な
る
の
で

は
。
受
診
率
向
上
の
た

め
、
国
保
に
加
入
し
て

い
る
30
歳
以
上
の
方
に

は
、
健
康
診
断
の
助
成

を
実
施
。
コ
ン
ビ
ニ
検

診
に
つ
い
て
は
、
近
隣

の
市
町
村
等
の
動
向
や

費
用
的
な
こ
と
も
踏
ま

え
て
検
討
を
し
て
い
く
。

可
児
医
師
会
管
内
は
統

一
的
な
見
解
で
検
診
等

を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
今
後
は
可
児

医
師
会
及
び
可
児
市
と

も
協
議
し
て
い
く
。

問問
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
が
こ
の
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
。

①
町
内
の
生
活
保
護
受

給
者
数
は
。

②
生
活
困
窮
者
は
ど
の

く
ら
い
み
え
る
か
把
握

し
て
い
る
か
。

③
支
援
の
窓
口
は
県
の

福
祉
事
務
所
に
な
る
が
、

町
と
し
て
は
生
活
困
窮

者
に
対
す
る
支
援
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
考

え
か
。

答答

 

【
民
生
部
長
】

①
平
成
27
年
３
月
１
日

現
在
の
御
嵩
町
の
生
活

保
護
受
給
者
数
は
、
30

名
。

②
生
活
困
窮
者
の
把
握

に
つ
い
て
は
、
福
祉
課

窓
口
に
お
け
る
生
活
困

窮
者
相
談
件
数
は
、
平

成
24
年
〜
平
成
26
年
度

ま
で
の
３
年
間
の
合
計

で
は
、
実
件
数
と
し
ま

し
て
は
37
件
、
実
人
員

44
人
。

③
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
の
施
行
に
よ

り
、
生
活
保
護
に
至
る

前
の
生
活
困
窮
者
を
対

象
に
、
包
括
的
・
継
続

的
な
支
援
を
行
う
こ
と

と
な
っ
た
。
町
村
の
場

合
は
、
実
施
主
体
は
県

の
福
祉
事
務
所
と
な
る

が
、
町
の
役
割
と
し
て

は
、
生
活
困
窮
者
の
早

期
把
握
に
努
め
、
県
や

自
立
支
援
相
談
事
業
所

な
ど
関
係
機
関
へ
つ
な

ぐ
こ
と
な
ど
連
携
し
た

取
り
組
み
を
実
施
。
生

活
困
窮
者
の
把
握
に
つ

い
て
は
、
包
括
的
な
支

援
を
行
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
担
当
窓
口
で

あ
る
福
祉
課
の
み
な
ら

ず
、
高
齢
福
祉
、
消
費

者
相
談
、
住
宅
関
係
、

商
工
関
係
、
税
務
、
保

険
・
年
金
、
水
道
、
学

校
教
育
な
ど
の
庁
内
関

係
課
と
も
緊
密
に
連
携

し
て
生
活
困
窮
者
の
把

握
に
努
め
る
。
ま
た
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
自

治
会
な
ど
と
も
連
携
し

た
生
活
困
窮
者
の
把
握

に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
が
設
置
す
る
自
立
相

談
支
援
機
関
と
十
分
連

携
し
つ
つ
、
地
域
の
生

活
困
窮
者
が
包
括
的
・

継
続
的
な
支
援
に
よ
り

自
立
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

大
沢　

ま
り
子

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
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問問
財
政
倫
理
の
確
保

に
つ
い
て

瑞
浪
市
日
吉
地
区
に

核
廃
棄
物
の
処
分
に
つ

い
て
の
超
深
地
層
研
究

所
が
あ
り
、
瑞
浪
市
と

近
隣
市
町
に
電
源
立
地

促
進
対
策
交
付
金
が

１
億
１
千
２
百
万
円
支

給
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
町
民
の
生
命
と
財
産

の
危
険
と
表
裏
を
な
す

も
の
で
あ
り
、
い
つ
で

も
返
納
或
い
は
交
付
を

受
け
な
い
と
い
う
選
択

の
余
地
を
残
す
べ
き
だ

と
思
う
。

そ
こ
で
次
の
３
点
を

質
問
す
る
。
①
、
②
に

つ
い
て
は
総
務
部
長
に

③
に
つ
い
て
は
町
長
に

お
答
え
願
い
た
い
。

①
こ
の
交
付
金
に
対
し
、

近
隣
市
町
と
話
し
合
わ

れ
た
か
。

②
以
前
は
こ
の
交
付
金

の
使
途
は
資
本
的
収
支

に
限
ら
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
経
常
的
収
支
に

も
そ
の
範
囲
が
広
げ
ら

れ
た
が
、
当
町
で
は
人

件
費
に
充
て
ら
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
近
隣
他
市

町
と
足
並
み
を
揃
え
る

の
に
足あ

し
か
せ枷
に
な
ら
な
い

か
。

③
わ
が
町
の
町
民
の
安

全
、
財
産
を
危
機
に
晒

す
も
の
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
財
源
確
保
の

観
点
で
は
な
く
、
そ
う

し
た
観
点
が
必
要
と
思

わ
れ
る
が
、
町
長
の
お

考
え
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。

答答

 

【
総
務
部
長
】

①
電
源
立
地
促
進
対
策

交
付
金
は
、
地
域
の
自

主
性
、
創
意
工
夫
を
活

か
し
た
事
業
で
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る

事
業
に
交
付
す
る
交
付

金
で
あ
り
ま
す
。
各
市

町
が
、
自
主
的
な
判
断
、

立
場
で
毎
年
交
付
申
請

を
し
、
創
意
工
夫
し
た

事
業
に
充
当
し
て
い
ま

す
。
こ
の
交
付
金
を
受

け
る
か
ど
う
か
、
近
隣

市
町
と
協
議
を
す
る
必

要
は
な
く
、
協
議
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

②
ど
の
事
業
に
交
付
金

を
活
用
す
る
か
は
、
こ

れ
も
近
隣
市
町
そ
れ
ぞ

れ
の
自
主
的
な
判
断
で

あ
り
ま
す
。
御
嵩
町
が

人
件
費
な
ど
に
充
当
す

る
こ
と
は
財
政
運
営
を

考
慮
し
た
も
の
で
あ
り
、

近
隣
市
町
の
足
並
み
を

揃
え
る
必
要
も
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
法
律

に
基
づ
き
交
付
金
を
受

け
て
い
く
も
の
で
あ
り

ま
す
。

答答

 

【
町
長
】

③
懸
念
の
点
に
つ
い
て

は
、
放
射
性
廃
棄
物
が

持
ち
込
ま
れ
る
の
か
否

か
と
い
う
点
か
と
思
う
。

平
成
７
年
に
県
、
瑞

浪
市
、
土
岐
市
、
当
時

の
動
燃
事
業
団
と
の
間

で
超
深
地
層
研
究
所
に

関
し
て
、
放
射
性
廃
棄

物
の
持
ち
込
み
禁
止
、

使
用
禁
止
、
そ
し
て
将

来
に
お
い
て
も
処
分
場

に
し
な
い
と
い
う
４
者

協
定
が
結
ば
れ
て
い
る
。

県
に
お
い
て
は
、
平

成
13
年
に
梶
原
知
事
が

岐
阜
県
内
で
の
放
射
性

廃
棄
物
処
分
に
は
反
対

の
意
思
を
示
し
、
ま
た

平
成
17
年
に
は
古
田
知

事
も
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
地
層
処
分
技

術
に
関
す
る
研
究
に
は

協
力
し
て
い
く
が
、
処

分
場
受
け
入
れ
の
考
え

は
な
い
と
答
弁
し
て
い

る
。国

に
お
い
て
も
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
が
、

知
事
や
市
町
村
長
の
意

に
反
し
て
処
分
地
の
選

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
経
緯
に
関

し
て
、
私
は
猜さ

い

疑ぎ

心し
ん

を

持
ち
込
む
余
地
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

交
付
金
は
研
究
さ
え

継
続
さ
れ
れ
ば
交
付
さ

れ
る
と
い
う
条
件
で
始

ま
っ
て
お
り
、
最
短
で

も
平
成
34
年
ま
で
継
続

さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
お
金
は
す
べ
て

町
民
の
た
め
に
使
う
も

の
で
あ
り
、
猜
疑
心
を

抱
く
必
要
が
な
い
の
で

あ
れ
ば
交
付
を
受
け
る

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

る
と
考
え
る
。

伊
崎　

公
介

財
政
倫
理
の
確
保
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　平成 27 年１月 21 日に、平成 27 年第１回臨時会を開会しました。
　一般会計補正予算、町有財産（土地）の処分の２件が上程され、原案のとおり賛成全員で可決されました。

平成27年 第１回臨時会

　　今回、上程された議案は、全員協議会（1/16）で内容確認及び審査を行いました。

議案の審議経過

議案の審議結果
【表示記号】
賛否状況：○…賛成　　×…反対　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決、承認、認定、採択、同意
　　　　　●…否決、不承認、不認定、不採択

議　　　員　　　名
議 

決 

結 

果

加
藤
　
保
郎

谷
口
　
鈴
男

岡
本
　
隆
子

大
沢
ま
り
子

植
松
　
康
祐

伊
崎
　
公
介

山
田
　
儀
雄

柳
生
　
千
明

安
藤
　
雅
子

山
口
　
政
治

高
山
　
由
行

議案第１号、第２号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

平成 26年度　補正予算	 （単位 : 千円）

会　計　名 補正前予算 補　正　額 補正後予算

議案第 1 号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第 1 号） 7,979,197 350,000 8,329,197

平成 26年度　補正予算の内容

議案第１号 平成 26 年度御嵩町一般会計
補正予算（第７号）について

歳入：町有土地売り払い収入の増額
歳出：財政調整基金積立金、庁舎整備基金積
立金の増額

賛成全員で可決

その他の議案

議案第２号 町有財産（土地）の処分につ
いて

１件 5,000 平方メートル以上の町有地を処分
するため議会の議決を求めるもの
相手方　株式会社　置田鉄工所（大阪府堺市）
処分面積　19,766 平方メートル

賛成全員で可決
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平成27年２月３日（火）に「これからの子ども・
子育て施策」について岐阜大学教育学部（家政
教育講座）教授　今村光章（いまむらみつゆき）
氏を講師に招き議員、町職員、関係者で研修を
行いました。

議会議員研修会



第５回住民懇談会レポート
　御嵩町議会では、平成２４年７月８日、中公民館で第１回住民懇談会を開催して以来、第２回を
御嵩公民館で、第３回を伏見公民館で、第４回を上之郷公民館で行ってきました。こうした中で、
亜炭廃坑問題、名鉄広見線対策と御嵩町にとっての重要課題の提示や公共施設更新問題等のこれか
らの課題等をテーマとし、住民の皆さまのご意見をいただきながら、活動の幅を広げてまいりました。
これに対しては、期待以上の参加者を得られ、それなりの効果はあり、議員の一般質問等に反映す
る事もできました。
　しかしながら、より多くの意見をいただき、これまで以上に住民の皆さまの意見をいただくには
どうすればよいかと、議員一同議論を重ねてまいりました。私たち議員が今までに受講した研修で
は、ワークショップ形式の研修方法が取り入れられ、非常に意見が活発に交わされたところに着目し、
今回は４地区の公民館すべてで、このワークショップ形式の懇談会を行い、皆様のご意見をより多
く取り入れられたらという思いで、防災と減災をテーマに第５回懇談会を１月２５日～１月３１日
の期間に４公民館にて行いました。
　一例を紹介しますと、防災に関しては「家族間の話し合いで避難場所等を確認しておく」「自治会
での訓練等、自治会を如何に機能させるか」「非常食等は購入時に多めに買っておく」等の意見があ
りました。防災・減災とあまり構えてしまうより、少し余裕を持って考え、「子どもたちとゲーム形
式で防災を考えてみる」「みんなでお菓子を持ち寄って防災を話し合ってみる」など気軽に話し合え
る場を設けることも有効という意見もありました。

主な意見（防災・減災）
　・自助、共助、公助の必要性が分かった
　・自助の啓発方法が必要
　・防災について考えるよい機会なった
　・自主防災組織の必要性と活躍
　・地域によって意識に差がある
　・有効なハザードマップを作ってほしい
　・話し合うことで意識を待つことができた

主な意見（その他）
　・多様な意見が聞けてよかった
　・知らない知識や情報があった
主な意見（今後のテーマ）
　・行政に説明する機会を多くして欲しい
　・国保税や年金について
　・地域を活性化して魅力あるまち御嵩町
　・少子高齢化と高齢者対策
　・空家対策を積極的に進めて欲しい

年代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 計

男性 6 13 4 5 8 7 1 44
女性 0 0 1 3 4 1 0 9

地区
上之郷 御嵩 中 伏見 計

12 12 15 15 54

アンケート結果の集計
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今回の懇談会のご意見を受けて行政への提言を行いました
1．家庭においての課題解決に向けて

①高齢者世帯では、家具の固定やガラスの飛散対策が
できない可能性があるので、シルバー人材センター
等との委託契約はできないか。

②イベントで防災グッズを配布するような計画はでき
ないか。それに合わせて、隣接したコーナーでグッ
ズの展示や即売を行い、住民意識の向上を図るべく
パネル展示等はできないか。

2．地域（団体・自治会）においての問題解決に向けて
①自治会や自主防災組織で防災について話し合う機会がないので、そうした機会の創設を強要は

できないが、モデル等を示すことはできないか。そのときには「防災カフェ」や「防災パーティ」
等工夫を凝らして欲しい。

②防災リーダーや防災士になっても地域（自治会）での位置づけが不明瞭なため、活動の場がない。
地域で自治会長と防災士が連携して、防災に取り組めるような施策を講じられたい。

議会住民懇談会の現在までの歩み
第 1 回御嵩町議会住民懇談会（平成 24 年 7 月） 中公民館

御嵩町の重要課題 　亜炭廃坑問題
　名鉄広見線問題

第 2 回御嵩町議会住民懇談会（平成 25 年 2 月） 御嵩公民館

常任委員会の役割と課題

総務建設産業常任委員会
　公共施設更新等の課題
民生文教常任委員会
　国保・介護等の課題

第 3 回御嵩町議会住民懇談会（平成 25 年 11 月） 伏見公民館

伏見地区の課題 　御嵩町議会活性化に向けた取組み
　伏見児童館の建替えの状況

第 4 回御嵩町議会住民懇談会（平成 26 年 5 月） 上之郷公民館

上之郷地区の課題
上之郷地区の活性化事業について
　上之郷地区の防災コミニュティ施設
　上之郷地区のふれあい予約バスの運行

第５回住民懇談会レポート

	 －15－	 みたけ議会だより （平成27年5月15日号）



編

集
後
記

早
い
も
の
で
、
私
た
ち
の

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
二
か
月

と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
「
も
っ
と
早

く
出
版
で
き
な
い
か
」
と
の

お
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
お
応
え
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び

し
ま
す
。
一
方
で
、
私
た
ち
の

任
期
中
に
住
民
懇
談
会
を
延

べ
８
回
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
、
皆
さ
ま
の
声
を
今
ま
で

以
上
に
行
政
へ
届
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
議
会

の
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
に

近
づ
き
つ
つ
あ
る
こ
と
と
自

負
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
任
期
後
も
、
よ

り
早
く
議
会
報
を
発
行
す
る

こ
と
、
住
民
懇
談
会
等
に
よ

り
、
よ
り
住
民
の
方
々
の
意

見
を
議
会
に
反
映
さ
せ
、
住

民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
充

実
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

短
い
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｉ
・
Ｋ
）

【
27
年
2
月
～
4
月
】

議
会
日
誌

2
日	

議
会
議
員
研
修
会

4
日	

名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会

14
日	

可
児
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン

16
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

18
日	

岐
阜
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
議
会
定
例
会

19
日	

安
全
祈
願
祭

20
日	

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会
協

議
会

	

み
た
け
産
業
交
流
会

23
日	

民
生
文
教
常
任
委
員
会
協
議
会

	

置
田
鉄
工
所
起
工
式

24
日	
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
定
例
会

	
中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

例
月
検
査

27
日	

全
員
協
議
会

	

議
会
運
営
委
員
会

	

可
茂
地
域
町
村
議
会
正
副
議
長

研
修
会

1
日	

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
日	

可
茂
広
域
行
政
一
部
事
務
組
合

議
会
定
例
会

5
日	

第
1
回
定
例
会
（
初
日
）

6
日	

町
内
中
学
校
卒
業
式

11
日	

第
1
回
定
例
会
（
２
日
目
）	

12
日	

第
1
回
定
例
会
（
3
日
目
）

15
日	

可
児
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立

四
十
周
年
記
念
式
典

16
日	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

17
日	

総
務
建
設
産
業
常
任
委
員
会

20
日	

第
1
回
定
例
会
（
最
終
日
）

	

議
会
活
性
化
研
究
会

22
日	

御
嵩
町
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

大
会

23
日	

中
濃
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合

例
月
検
査

24
日	

名
鉄
広
見
線
活
性
化
協
議
会

	

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
評
議

員
会

	

女
性
消
防
団
員
入
団
式

26
日	

各
保
育
園
卒
園
式

27
日	

可
児
市
・
御
嵩
町
中
学
校
組
合

議
会
定
例
会

29
日	

伏
見
に
こ
に
こ
館
竣
工
式

	

薬
師
祭
礼
「
当
家
入
り
」

30
日	

可
茂
地
域
行
政
懇
談
会

2
日	

議
会
報
編
集
委
員
会

	

議
会
活
性
化
研
究
会

4
日	

各
保
育
園
入
園
式

5
日	

消
防
団
入
退
団
式

7
日	

各
小
中
学
校 

始
業
式
・
入
学
式

18
日	

「
岐
阜
造
園
・
水
土
保
全
の
森
み

た
け
」
六
周
年
森
づ
く
り
イ
ベ

ン
ト

23
日	
議
会
報
編
集
委
員
会

24
日	
議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

太陽光発電用パネル
（海洋センター 屋上）

蓄電池施設など 　　　　
（向陽中学校 校舎下ほか）

まきストーブ
（御嶽宿わいわい館）

2
月

4
月

3
月

避
難
所
に
設
置
さ
れ
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
を
視
察

　

平
成
26
年
度
環
境
モ
デ
ル
都
市
関
連
事

業
と
し
て
、
災
害
な
ど
に
よ
り
電
気
の
供

給
が
途
絶
え
た
場
合
に
備
え
て
、
町
内
避

難
所
な
ど
一
部
の
施
設
（
5
か
所
）
に
、

太
陽
光
発
電
、
燃
料
電
池
・
蓄
電
池
、
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
を
設
置
す
る
工
事
が
完
了

し
た
の
で
、
そ
の
状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。
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